	自殺・不審死・セクハラなど――――――――――――――――――――
多様な事故に遭遇することがあるので心得ておく
　　　　　　　　　
　利用者の自殺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜例＞　日中独居の方のところにいつも通り訪問したところ、部屋で首をつって死亡

　　　　　していた

　　　　

対応　1．110番または119番に連絡

　　　　2．事業所の管理責任者に連絡

　　　　3．主治医に連絡

　　　　4．家族に連絡

　　　　5．ケアマネジャーなど関連機関に連絡

　　　　6．自殺の原因などについて関係者と話し合い、次の教訓を引き出す努力をする
　　　　
　利用者の不審死　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　＜例＞　利用者の家族から、「朝は元気だったのに、家に帰ってみたら台所で死んでいるんです。すぐ来てください！」と電話があった

　　　　　

対応　●主治医に連絡
　　　　　・110番に連絡するかどうかも判断してもらう

　　　　　・病死などの判断を医師にしてもらう

　　　　●その指示に従う

　　　　●遺体にはさわらないこと

　　　　
　セクハラなど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　＜例＞　訪問している利用者の家族がスタッフにセクハラをしているようだ

　＜例＞　利用者の孫が不登校でヘルパーに暴力を振るう。放置していいだろうか

対応　●一概には何とも言えず、状況によりケースバイケース

　　　　●ヘルパー事業所の上司に相談することや、解決の道筋が見えないときには、行政に相談することも1つの方法である

　　　　●放置せず解決するように対策を立てることが基本
　　　　


